
五
、
圏
案
法
麿
止

之
に
就
ぎ
一
教
授
は
語
る
「
此
要
求
は
特
に
技
術
學
校
と
し
て
は
嘗
然
で
決

し
て
無
理
と
は
思
ひ
ま
せ
ん
而
し
斯
＜
學
生
側
が
不
穏
の
皐
に
出
る
の
は
〔
マ
マ

〕

全
く
學
校
と
し
て
は
困
る
の
で
す
唯
此
要
求
を
容
れ
る
と
か
容
れ
ら
れ
る

と
か
は
學
生
の
態
度
一
に
あ
る
事
で
此
要
求
は
日
本
蓋
の
み
で
な
く
各
學
科

を
通
じ
て
近
く
宜
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
4
思
ひ
ま
す

殊
に
第
四
項
に
就
て
は
前
校
長
が
率
先
し
て
質
行
し
や
う
と
迄
論
ぜ
ら
れ
た

こ
と
で
す
、
叉
試
験
撤
限
も
豫
て
行
っ
た
所
が
あ
る
の
で
す
か
ら
必
ず
近
い

中
に
宜
行
し
や
う
と
思
っ
て
居
り
ま
す
」
云
々
（
東
京
電
話
）

美
術
學
校
生
の
希
笙
容
れ
ら
れ
る

結
城
素
明
蜜
伯
の
訓
示
に
學
生
満
足
し
て
問
題
解
決

〔大
正
九
年
五
月
一
日
東
京
日
日
新
聞
〕

〔五

・
一
東
日
〕
昨
記
東
京
美
術
學
校
日
本
霊
科
學
生
の
學
科
目
、
其
他
改

造
要
求
に
射
し
昨
日
午
前
十
一
時
よ
り
教
授
結
城
素
明
氏
は
右
學
生
を
一
堂

と

豫
て
試
験
撤
廃
と
學
科
目
の
改
造
を
叫
び
つ
A
あ
っ
た
東
京
美
術
學
校
學
生

は
先
づ
日
本
寵
學
生
に
依
り
其
火
蓋
を
切
り
同
部
學
生
百
八
十
名
は
二
十
八

日
午
後
の
放
課
時
間
を
期
し
て
数
室
に
集
合
し
協
議
を
凝
ら
し
た
結
果
要
求

事
項一
、
試
験
を
撤
撥
す
る
こ
と

二
、
質
習
時
間
の
増
加

三
、
第
二
學
科
の
時
間
減
少

四
、

一
年
毎
に
學
生
の
霊
を
提
出
し
其
質
力
に
依
つ
て
卒
業
を
早
む
る
こ

（
大
正
九
年
四
月
――
―
十
日

『大
正
日
日
新
聞
』）

こ
。
f
 に

集
め
、

「
學
生
が
提
出
の
五
箇
條
の
問
題
は
四
五
年
前
か
ら
正
木
〔
直

彦
〕
校
長
の
希
望
に
て
既
に
原
案
の
起
草
成
り
目
下
校
長
の
手
元
に
あ
る
も

の
と
同
趣
旨
な
れ
ば
、
臆
て
今
回
の
學
生
の
希
羞
と
一
致
質
現
す
る
期
あ

り
。
暫
ら
く
機
を
待
っ
べ
し
」
と
懇
に
訓
示
し
た
の
で
學
生
等
も
旨
を
領
し

散
會
し
こ
れ
に
て
解
決
を
見
た
。
結
城
素
明
聾
伯
は
語
る
「
全
く
正
木
校
長

の
希
婆
と
今
度
の
問
題
は
一
致
し
て
ゐ
る
。
右
希
羞
提
出
者
は
主
に
一
年
の

學
生
で
あ
っ
た
か
ら
學
校
の
素
志
を
了
解
せ
な
ん
だ
為
め
で
、
右
の
旨
を
話

し
た
ら
何
れ
も
滴
足
し
た
。
前
述
の
原
案
が
質
施
の
日
は
學
年
制
か
ら
宜
技

本
位
制
に
な
る
筈
で
あ
る
」
云
々

猶
咋
日
同
校
に
於
て
川
合
玉
堂
壷
伯
が
學
生
に
到
し
新
學
期
の
訓
示
を
し

た
為
め
に
學
生
提
出
の
五
箇
條
を
玉
堂
氏
が
許
容
訓
示
し
た
如
く
偉
へ
ら
れ

た
が
夫
れ
は
誤
解
に
過
ぎ
ぬ
。

（『
新
聞
楳
録
大
正
史
』
第
八
巻
、
昭
和
五
十
＝
―
-年
、
大
正
出
版
K
•
K

)

⑤

製
版
科
、
臨
時
写
真
科
、
彫
刻
科
牙
彫
部
の
生
徒
募
集
停
止

製
版
科
と
臨
時
写
真
科
は
芝
浦
に
設
立
が
予
定
さ
れ
て
い
る
東
京
高
等
工
芸

学
校
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
本
年
か
ら
生
徒
募
集
が
停
止
さ
れ

た
。
た
だ
し
、
臨
時
写
真
科
の
方
は
移
転
に
関
し
て
「

一
種
の

ト
ラ
プ
ル
」
が

起
こ
り
（
鎌
田
弥
寿
治

『
日
本
写
真
教
育
史
』
昭
和
五
十
年
、
東
京
写
真
大
学
短
期
大

学
部
出
版
部
）
、
移
転
が
延
び
た
た
め
、
大
正
十
一
年
か
ら
募
集
が
再
開
さ
れ

牙
彫
部
は
本
書
第
二
巻

(786
頁
）
に
記
し
た
よ
う
に
大
正
六
年
か
ら
専
門
教

育
を
停
止
し
、
全
く
有
名
無
実
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
本
年
度
か
ら
は
生
徒
募

集
も
打
ち
切
っ
た
。
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